
令和元年度 第３回 かほく市子ども・子育て会議 会議録 

 

○会議の概要 

開催日時 令和２年２月１２日（水）15 時 00 分から 16 時まで 

開催場所 かほく市役所 西フロア 304 会議室 

出
席
者
の
氏
名 

委員 
西村委員、山本委員、竹中委員、古谷委員、星名委員、西盛委員、喜多委員、

玄海委員（以上８名） 

事務局 

市民生活部長：丸井、健康福祉部長：中田、 

＜子育て支援課＞課長：中田、課長補佐：清水、指導保育士：山岸、子ども総合

センター次長：大浦、係長（子育て支援係）：平野、係長（子育て支援係）：大根、

係長（保育係）：新田、主査：酒井 

＜健康福祉課＞課長：越井、係長（母子保健係）：藤井 （以上 12 名） 

欠席委員 3 名 

傍聴者 0 名 

議題 （1）第２期かほく市子ども・子育て支援事業計画素案について  資料１ 

（2）平成３０年度の子ども・子育て支援事業計画（量の見込み）の取組に

ついて                         資料２ 

配付資料 ・会議次第 

・資料 1：第２期かほく市子ども・子育て支援事業計画（素案） 

・資料 2：平成 30 年度事業点検・評価  

    「教育・保育事業等の量の見込み等」確保方針の進捗状況について 

○議事要旨 

発言者 発言要旨 

１ 開会 

２ 市民生活部長あいさつ 

３ 議事 

 （１）第２期かほく市子ども・子育て支援事業計画素案について 

事務局 〔資料 1に基づき、説明〕 

会長 ・子どもの貧困対策計画について、貧困の基準は何か？ 

事務局 ・所得によるという考え方もあるが、具体的な数字では表していない。ひとつの目安と

して、考え方を子ども・子育て支援事業計画の中に盛り込んでいます。 

会長 ・こども食堂なども、特定の方が利用できるのではなく、全体が対象となるのか？ 

事務局 ・貧困に該当する方を特定して利用できるようにするものではないと考えています。 

会長 ・委員の方で、学校やこども園で貧困を感じる子はいますか？ 

委員 ・集金の遅れというのはあるが、それが貧困によるものなのか、または意識的なものな

のか判断は難しい。 

・制服の汚れがひどかったり、朝ご飯を食べてこなかったりという子は気にしている。 

・貧困の捉え方にも、地域差はあると感じる。都市部では、日々生きるか死ぬかの生活

をしている例もあった。かほく市では、どのような状態を貧困と捉えるのか、知って

おくべきことでもあるのかなと思う。 



委員 ・こども園でも、朝ご飯を食べてこない、持ち物を持ってこない、洗濯していない等と

いう子を気にしているが、それが貧困というのか判断は難しい。 

委員 ・幼稚園では、入園時に入園料を集金しており、そこまで貧困を感じる家庭は見受けら

れない。 

・ご飯や入浴の有無は気にしているが、それが貧困かというと、少し違う気もする。 

 （２）平成３０年度の子ども・子育て支援事業計画（量の見込み）の取組について 

事務局 〔資料 2に基づき、説明〕 

委員 ・子ども総合センター事業は、地域子育て支援事業に含まないのか？ 

事務局 ・子ども総合センター事業は、利用者支援事業に含んでいます。 

・なお、七塚子育て支援センターは、令和２年２月末で休止し、４月からはひまわりこ

ども園の分園となります。 

会長 ・七塚子育て支援センターを利用していた方は、高松・宇ノ気のセンターを利用するの

か？ 

事務局 ・そのように案内しています。 

・中央図書館にも親子スペースはあるので、そこの利用も可能であることも案内してい

ます。 

会長 ・保護者から、「子どもと一緒に遊べる場所を教えてほしい」という意見もあるので、今

後も、地域で遊べる場所を検討してほしい。 

・ショートステイ（子育て短期支援事業）の利用者がずっとゼロとなっているが、ニー

ズはないのか？ 

事務局 ・利用相談は年間数件あるが、結果として利用に至っていません。利用可能施設が市外

ということも影響しているのかも知れません。 

委員 ・保育園への入園が決まっている子の慣らし保育みたいに、まだ入園が決まっていない

子のお試し保育のようなものはあるのか？ 

事務局 ・マイ保育園という制度があり、無料で公立８園が利用できます。 

・マイ保育園以外にも、有料の一時保育という制度もあります。 

・初めての場所で一日過ごすことは、子どもにとっても保護者にとっても負担があるか

も知れないので、保護者からの相談に応じながら対応しています。 

委員 ・そういう制度の情報は、どこでどのうように聞けばよいのか？ 

事務局 ・出生届を出された際に、子育て支援課の窓口で「子育てお役立ちブック」を渡して説

明しています。 

・今後は、ＳＮＳ等も活用した広報というものを考えていきたいと思います。 

委員 ・最近の若い方は、手軽なところから情報を得ようとするので、わかりやすいものがあ

ると安心できると思う。 

会長 ・ＳＮＳは良いと思う。その年代に合わせた通知が何ヶ月か毎に届くように出来たら、

すごく便利と感じる。 

４ その他 

 （１）今後のスケジュール 



事務局 ・本日の内容を反映した「第２期かほく市子ども・子育て支援事業計画」について、 

２月１７日～２８日まで パブリックコメントを実施 

３月２日～５日まで パブリックコメントの対応 

 と、していきます。 

・次回、今年度最終の第４回会議を３月９日（月）１５時に開催したいと思います。 

５ 健康福祉部長あいさつ 

６ 閉会 

 


